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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月15日(2012.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＬ－２５によるＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢヘテロマー受容体複合体の活性化が
部分的にまたは完全に阻害されるように、少なくともＩＬ－１７ＲＡおよびＩＬ－１７Ｒ
Ｂを発現している細胞を、ＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢアンタゴニストに曝露する工
程を含む、ＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢヘテロマー受容体複合体の活性化を阻害する
方法。
【請求項２】
　ＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢアンタゴニストが抗原結合タンパク質である、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　抗原結合タンパク質がＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢヘテロマー受容体複合体または
そのサブユニットに結合する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢヘテロマー受容体複合体の形成が部分的にまたは完全
に阻害される、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項５】
　少なくとも１つの炎症促進性仲介因子の放出が部分的にまたは完全に阻害される、請求
項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　炎症促進性仲介因子が：ＩＬ－５、ＩＬ－６、ＩＬ－８、ＩＬ－１３、ＣＸＣＬ１、Ｃ
ＸＣＬ２、ＧＭ－ＣＳＦ、Ｇ－ＣＳＦ、Ｍ－ＣＳＦ、ＩＬ－１β、ＴＮＦα、ＲＡＮＫ－
Ｌ、ＬＩＦ、ＰＧＥ２、ＩＬ－１２、ＭＭＰ３、ＭＭＰ９、ＧＲＯα、およびＮＯからな
る群より選択される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ＩＬ－２５によるＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢヘテロマー受容体複合体の活性化が
部分的にまたは完全に阻害されるように、少なくともＩＬ－１７ＲＡおよびＩＬ－１７Ｒ
Ｂを発現している細胞を、ＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢアンタゴニストに曝露する工
程を含む、ｉｎ　ｖｉｖｏでＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢヘテロマー受容体複合体の
活性化を阻害する方法。
【請求項８】
　ＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢアンタゴニストが抗原結合タンパク質である、請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　抗原結合タンパク質がＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢヘテロマー受容体複合体または
そのサブユニットに結合する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢヘテロマー受容体複合体の形成が部分的にまたは完全
に阻害される、請求項７～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　少なくとも１つの炎症促進性仲介因子の放出が部分的にまたは完全に阻害される、請求
項７～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　炎症促進性仲介因子が：ＩＬ－５、ＩＬ－６、ＩＬ－８、ＩＬ－１３、ＣＸＣＬ１、Ｃ
ＸＣＬ２、ＧＭ－ＣＳＦ、Ｇ－ＣＳＦ、Ｍ－ＣＳＦ、ＩＬ－１β、ＴＮＦα、ＲＡＮＫ－
Ｌ、ＬＩＦ、ＰＧＥ２、ＩＬ－１２、ＭＭＰ３、ＭＭＰ９、ＧＲＯα、およびＮＯからな
る群より選択される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢアンタゴニストを、自己免疫または炎症性疾患に罹患
した個体に投与する、請求項７～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　自己免疫または炎症性疾患が、急性呼吸器障害症候群（ＡＲＤＳ）、呼吸窮迫症候群、
気管支炎、ならびに呼吸器合胞体ウイルス（ＲＳＶ）、パラインフルエンザウイルス（Ｐ
ＩＶ）、ライノウイルス（ＲＶ）およびアデノウイルスなどのウイルス誘導性状態と関連
する気道過敏症からなる群より選択される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ＩＬ－１７ＲＡ－ＩＬ－１７ＲＢアンタゴニストが、自己免疫または炎症性疾患の徴候
および／または症状を部分的にまたは完全に減少させるかまたは軽減する、請求項１３ま
たは１４に記載の方法。


	header
	written-amendment

